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飼料配合舎内のネコ

愛玩動物の飼育禁止＜基準12＞
〇 飼料配合舎内・鶏舎脇等でネコを確認。堆肥加工施設内でネコの餌も確認された。

鶏舎脇のネコ

堆肥加工施設内のネコの餌

参考４



2

防鳥ネットの破れ 鶏舎の隙間

野生動物の侵入防止のためのネット等の設置＜基準25＞
〇 家きん舎・飼料保管庫・堆肥舎等でネットの破れや壁面の隙間等が散見。野生動物の侵入の形跡も確認された。

家きん舎の金網の破損 家きん舎の壁面の隙間



3

入気口の隙間 クーリングパットの隙間

野生動物の侵入防止のためのネット等の設置＜基準25＞
〇 家きん舎・飼料保管庫・堆肥舎等でネットの破れや壁面の隙間等が散見。野生動物の侵入の形跡も確認された。

除糞ベルトの床面開口部の蓋の隙間 配水口の蓋の破損



4

野生動物の侵入防止のためのネット等の設置＜基準25＞
〇 家きん舎・飼料保管庫・堆肥舎等でネットの破れや壁面の隙間等が散見。野生動物の侵入の形跡も確認された。

野生動物による食害 堆肥舎内のネコの足跡

野鳥の糞

堆肥舎内のスズメ・糞 堆肥舎壁面の破損
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ネズミ及び害虫の駆除＜基準27＞
〇 生きたネズミや死体が確認された。

除糞ベルト下のネズミ死体 断熱材くずとネズミ糞

断熱材のかじり跡インレット内のネズミの巣



6

衛生管理区域内の整理整頓＜基28＞
〇 衛生管理区域内に不要な資材が放置され、野生動物の隠れられる場所が認められた。

衛生管理区域内に放置された不要な資材



7

疫学調査時に農場で確認された症状
〇 鶏冠、肉垂等のチアノーゼ、沈うつ等の特定症状が確認できた。
〇 あひる（あいがも）では、神経症状が認められた。

ケージ内でまとまって死亡

沈うつ 神経症状

鶏冠のチアノーゼ
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発生農場の周辺で見られた注意すべき環境
〇 二番穂や果実の実等、野鳥を誘引しやすい環境が確認された。
〇 野生動物の足跡や糞が確認された。

稲刈り後の葉や茎が伸びた水田 取り残された柿の実

イタチ科の野生動物と思われる足跡



9

発生農場の周辺で見られた注意すべき環境
〇 農場周辺にため池等の水場があり、野鳥が多数確認された。

近隣の池のカモ類池から飛び出したのカモ類の群れ 野鳥の古巣

低地の水田で採食するオオハクチョウとオオハクチョウの糞 オオハクチョウに混じり採食するカラス
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発生農場に設置した無人カメラの解析結果※

〇 鶏舎前室、発生鶏舎や飼料庫内でねずみやネコが確認された。

発生鶏舎のケージの裏
複数のネコやネズミが撮影された。

飼料庫内
ネコ数匹とアナグマが撮影された。ネコはムクドリを捕獲していた。

前室内（２か所）
ネコや多くのネズミが撮影された。

※発生農場のうち、４農場に設置。
疫学調査時から、約１週間設置。
防疫作業により鶏舎入口等が開放されていることに留意。



11

発生農場に設置した無人カメラの解析結果※

〇 農場敷地内でタヌキ、キツネ等の野生動物が確認された。

発生鶏舎外壁脇の排水口
ネズミ、ネコが撮影された。

ネズミは奥が塞がっている様子で、入るとすぐに出てくる。

飼料タンク周辺（2か所）
キツネや複数のネコが撮影された。

農場境界
タヌキ、キツネが撮影された。 ※発生農場のうち、４農場に設置。

疫学調査時から、約１週間設置。
防疫作業により鶏舎入口等が開放されていることに留意。
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